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第３期四谷地区協議会会議録 

分科会名 第１分科会 開催回 第１１回 

開催日 平成２２年３月１６日（火） 

出席者 区民 １２名 職 員 出張所職員２名   

 四谷地区施設活用検討状況報告 主な協議

と決定に

ついて  観光まちづくりについて 

１ 四谷地区施設活用検討状況報告（新宿区 担当職員） 

施設活用方針の説明 

区職員：駅前施設の再開発の具体案ができてきたのでこのような形でお示し（報告）をいたしま

す。 

○地域説明会での意見・質疑応答について説明 

○方針自体への反対意見がないので、四谷地区施設活用（案）の（案）をとりを実行計画に移

行していく。 

 

委員：今回の説明は、大変わかりやすい。 

委員：そのように今後も地域の人の意見を取り入れて欲しい 

 

委員：もう一度地元（三栄町）に話して欲しい。（不安に思っている人もまだ多い） 

地域の人の不安を解消できるよう（計画を推進するだけではなく何度も足を運んで欲し

い。（集荷したゴミの積替え作業時に発生する匂い・音の遮断を目的として）地下の駐車

場設置についての要望は取り上げてもらえないのか・・・ 

区職員：まだ具体的な構造案がない。計画していく中で構造上の問題もあり残念ながら困難な

問題もある。現段階では１階に駐車場、積み替えるスペースの確保を検討している。今

後はPTチームを組み地域の人に入っていただき推進していく計画。そこでまた、話し合

いを持ちたいと考えます。 

委員：初期費用はかかるが、長い目で見てよい結果になるような計画にして欲しい。 

もう一度地下に作ることを検討して欲しい。 

 

委員：文化交流施設とはなんであるのか説明いただきたい。 

区職員：今は具体案をご説明できる段階ではないが、駅前の利点を活かした拠点として検討

中。現段階では区が直接携わらないと思うが、未定です。 

委員：（文化交流は）大切なことだと思う。もう少し丁寧に検討して欲しい。 

区職員：これからもご意見を伺いながら推進します。 
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２、わくわくマップ最終校正確認 

  ○承認 

○新宿区の観光案内拠点に設置する。 

 

３、地区協議会連絡会（報告） 

６月開催予定 幹事は大久保、戸塚地区  

 

４、テーマ別活動報告 他 

①玉川上水  

・地域センターまつりでパネルの展示をし、計画の周知を協力する。 

②地域バス 

・地域代表者７地区にアンケート調査 

・今後目的を明確にしていく予定 

③四谷を識（し）る勉強会について  

     ・検討中 

５、観光まちづくりを考える （協議）   

【観光まちづくりを考える組織について】 

・観光まちづくりプロジェクト（実行委員会）にしてはどうか？ 

広く地域に募集して、協議会以外の人が入れる方がいいのではないか？ 

多くの人とまちづくりを考えながら、深みのあるまちづくりをしていきたい。 

・今後どのようにしていきたいのか具体的に事業化していくことが大切だと思う。 

だれが主導していくのか問題（実行委員会形式では協議会委員がリーダーであることが条

件） 

・観光まちづくりに意欲があり経験ある人が入ってきてもらえると活性化できるのではないか。 

・広く募集して、年配の人にも入っていただけるとよい。 

・出張所だけでなく四谷ひろば等で会議を持ってもよいのではないか。 

・他の団体もしくは組織を発足として、そこが実働していくことで推進すべきではないか？ 

・実働をどこかの団体に委託していけばよいのではないか 

・観光資源の発掘は協議会でできるのではないか？ 

→協議会がネタさがしをすべきではない。そのような組織ではない。 

・最初に協議会が形を作り実行委員会と密に連絡をとり構成していくことが継続的な活動につ

ながるのではないか。 

・４月２０日（次回レクチャー）までに実行委員募集原案を作成し（骨子）を検討する。レクチャ

ーの中で先生にアドバイスいただく。 

・５月の全体会で実行委員会方式を提案する。 
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【ガイド組織について】 

・ガイド検定委員会・組織を作るとしても協議会で組織していくことは難しい。 

・ガイドはやりたいという人に任せては？ 

・ガイド組織の立案を先生にアドバイスいただきたい。 

・ガイドの基盤を協議会が作り共有していくことがよい。 

 

 【観光まちづくりプラン作りに対し】 

・会議進行は、今までどおり先生ではなくリーダーが司会をして欲しい。 

・このような問題は時間がかかるので、追われるように動きたくない。 

 

・テーマを深いもの、切り口、視点を興味あるものにする。 

・自分たちも楽しい、来た人も楽しいことがよいと思う 

 

・ビジネス的なことも視野（前提）にいれ協力しあう。（お土産等） 

・商店街は人が集まってきてから動く。それまでの基盤つくりが必要。 

・将来的にビジネスとしていくことは可能であるが、今はまずまち歩きをしてその状態を見せて

ビジネス要素をいかに魅せられるかに努力する段階ではないか。 

・２２日の鬼平まち歩き（雨天決行）から感じたことを練っていきたい。 

 

・次回には観光まちづくりのビジョン（近い将来のビジョン＝地域にどのような貢献をしたいの

か）を決定していく（各自宿題として提出） 

 

６、他  ①区長トークについて 

テーマ「地域防災」・・大規模災害時の滞留者対策等も含め 

テーマ外の意見は最後に拝聴する。 

         ７月２７日（火）１９：００～２時間程度 四谷地域センター 

 

②来年度予算案について（案の確認） 

新宿区コミュニティ活動補償制度の説明 

協議会活動は平成 22 年度より「新宿区コミュニティ活動補償制度」の対象事業とし

て認定された。このことにより、役員会では賠償保険、ボランティア保険の加入を不

必要と判断し次年度予算案に計上しない方向で検討。 

補償制度内容の詳細は全体会で説明予定。 

 

③地区協議会全体会開催決定 

      ５月１０日（月） １８：３０～ 四谷地域センター 

 

次回日程 

お宝実行委員会 平成２２年４月６日（火）１８：３０～１９：３０ 四谷特別出張所会議室  

第１分科会    平成２２年４月２０日（火）１８：３０～ 四谷特別出張所会議室 

                          観光まちづくりアドバイザー来会 


